
学校番号 3020B 

 

令和２年度  数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ(探究) 単位数 2 年次 1 年次後期 

使用教科書 数学Ⅰ Standard （東京書籍） 

副教材等 数学Ⅰ WIDE （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・自宅学習などで問題数をこなす訓練が必要不可欠です。 

・宿題が出たときは必ず提出してください。 

・問題集を解いていて分からないところがあったとき、すぐに解答を写さずに数分（５、６分）考えて

ください。 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と計量、二次関数及び、データの分析についての知識や技能の習得をめざします。また、

事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを活用す

る態度を身につけることを目標とします。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 
a：関心・意欲・態度 b：数学的な見方や考え方 c：数学的な技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式、図形と計量、

二次関数及び、データ

の分析の考え方に関

心をもつとともに、数

学の良さを認識し、そ

れらを事象の考察に

活用しようとする。 

事象を数学的に考察し、表

現しようとする。思考の過

程を振り返り、多面的・発

展的に考えたりすること

などを通して、数と式、図

形と計量、二次関数及びデ

ータの分析における数学

的な見方や考え方を身に

つけている。 

数と式、図形と計量、

二次関数及び、デー

タの分析において、

事象を数学的に表

現・処理する仕方や

推論の方法などの技

能を身につける。 

数と式、図形と計量、

二次関数及び、データ

の分析における基本的

な概念・法則などを体

系的に理解し、知識を

身につけている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

単元テスト 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期考査 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

(題材) 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後
期 

二
次
関
数 

２ 次 方

程 式 と

２ 次 不

等式 

２ 次 方 程

式 
〇    

a. 二次関数のグラフとx軸の位置関

係を基に、二次関数の解について

考察しようとしている。 

b. 二次関数のグラフとx軸の位置関

係を、二次方程式の解に対応させ

て考察することができる。 

c. 二次関数のグラフとx軸の位置関

係を二次方程式の解を用いて求

めることができる。 

d. 二次関数のグラフとx軸の位置関

係と二次方程式の解との関係を

理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

２ 次 方 程

式 の 実 数

解の個数 

○    

２ 次 関 数

の グ ラ フ

と x軸の共

有点 

〇 〇 〇 〇 

２ 次 不 等

式 と そ の

応用 

〇 〇 〇 〇 

a. 二次関数のグラフとx軸の位置関

係を基に、二次不等式の解につい

て考察しようとしている。 

b. 二次不等式の解を二次関数のグ

ラフを用いて考察することがで

きる。 

c. 二次関数のグラフを利用して二

次不等式の解を求めることがで

きる。 

d. 二次不等式の解の意味を二次関

数のグラフとの関係から理解し

ている。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 



図
形
と
計
量 

鋭 角 の

三角比 

直 角 三 角

形 と 三 角

比 

 

 

 

 

 

直 角 三 角

形 の 辺 と

角 

〇 〇   

a. 鋭角の三角比に関心を持ち、それ

らを直角三角形の計量に活用し

ようとしている。 

b. 図形の相似の考え方を用いて、直

角三角形の辺の比を角との関係

で捉えることができる。 

c. 直角三角形を用いて考えられる

計量の問題を、三角比の記号を用

いて表現し処理することができ

る。 

d. 正弦、余弦及び正接を直角三角形

の辺の比と角との関係として理

解し、知識を身につけている。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

 三 角 比 の

相互関係 

〇 〇 〇 〇 

a. 三角比の相互関係に関心をもち、

それらを直角三角形の計量に活

用しようとしている。 

b. 三角比の相互関係について考察

することができる。 

c. 三角比の相互関係を用い、与えら

れた三角比の値から残りの三角

比の値を求めることができる。 

d. 三角比の相互関係について理解

し、基礎的な知識を身につけてい

る。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

三 角 形

へ の 応

用 

正弦定理 

〇 〇  〇 

a. 正弦定理・余弦定理が有用である

ことを認識し、それらを図形の計

量に活用しようとしている。 

b. 正弦定理・余弦定理を導く過程を

考察することができる。 

c. 三角比の決定条件が与えられた

とき、三角形の残りの要素を求め

ることができる。 

d. 正弦定理・余弦定理を三角形の決

定条件と関連付けて理解してい

る。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

余弦定理 

〇 〇  〇 

三 角 形 の

面積 〇 〇  〇 

a. 三角比や正弦定理・余弦定理など

を平面図形や空間図形の計量に

確認テスト 

単元テスト 



空 間 図 形

の計量 

  〇  

活用しようとしている。 

b. 平面図形や空間図形の計量に活

用するために正弦定理・余弦定理

の式を多面的に見ることができ

る。 

c. 三角比や正弦定理・余弦定理を用

いて平面図形や空間図形の計量

をすることができる。 

d. 正弦定理・余弦定理の利用の仕方

及び三角形の面積の求め方につ

いて基礎的な知識を身につけて

いる。 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

デ
ー
タ
の
分
析 

デ ー タ

の 整 理

と分析 

 

     

デ ー タ の

整理 

〇 〇   

a. 四分位数、四分位偏差、分散及び

標準偏差などを用いてデータの

傾向を把握し、それらを事象の考

察に活用しようとしている。 

b. 四分位数、四分位偏差、分散及び

標準偏差などを用いてデータの

傾向を捉え、それらを的確に表現

することができる。 

c. 四分位数、四分位偏差、分散及び

標準偏差などを求めることがで

きる。 

d. 四分位数、四分位偏差、分散及び

標準偏差などの意味を理解して

いる。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

デ
ー
タ
の
分
析 

 デ ー タ の

代表値 〇 〇   

デ ー タ の

散らばり 

  〇 〇 

分 散 と 標

準偏差 〇 〇   

a. 散布図や相関係数などを用いて

データの相関を把握し、それらを

事象の考察に活用しようとして

いる。 

b. 散布図や相関係数などを用いて

データの傾向を捉え、それらを的

確に表現することができる。 

c. 散布図を描いたり、相関係数を求

めたりすることができる。 

d. 散布図及び相関係数などの意味

を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

レポート 

定期考査 

観察等 

デ ー タ

の相関 

相関関係、

相関係数 

  〇 〇 

 

※ 表中の観点について a：関心・意欲・態度  b：数学的な見方や考え方 

   c：数学的な技能    d：知識・理解 

 



※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 


